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 調査は 2014年 9月 2日から 5日の 4日間で行った。調査員は大阪大学大学院の教員およ
び学生で、筆者ら（白坂・高木）の他に次の 8名が参加した。 







表 1 調査項目と担当者 
調査項目 調査票作成者 調査員 
①語彙 小田・韓・上林 全員 
②活用・コピュラ 原田 小田・白坂・高木 
③準体助詞 野間 野間 
④アスペクト 松井 松井 
⑤否定表現 高木 上林・白坂・高木 
⑥敬語（待遇表現） 酒井 酒井・高谷 
⑦話し相手の性別とことばの使い分け 張 張・高谷・韓 
⑧人称表現 韓 小田・上林・張・高谷・韓 
⑨言語意識 上林 小田・上林・張・高谷・韓 























表 2 インフォーマント一覧 
地点 ID 性別 生年 調査時年齢 地区外の居住歴 
宮津 





MBM 男性 1931 83 18-22: 京都市 
MCF 女性 1933 81 なし 
MDM 男性 1935 79 15-17: 京丹後市 
MEM 男性 1936 78 なし 
MFM 男性 1941 73 42-45: 福井県、45-51: 亀岡市 
MGF 女性 1941 73 なし 
MIM 男性 1935 79 なし 
MJF 女性 1938 76 0-15: 宮津市養老 
MKF 女性 1935 73 0-15: 宮津市養老、15-18: 東京都 
MLF 女性 1947 67 なし 
日置 
HAM 男性 1930 84 14-19: 綾部市 
HBM 男性 1931 83 0-13: 宮津市養老、13-15: 福知山市、 
15-27: 宮津市養老、27-35: 舞鶴市、 
35-38: 大阪府、38-45: 京都市 
HCM 男性 1931 83 19-28: 京都府、28-33: 綾部市、33-39: 舞鶴市 
HDM 男性 1940 74 18-58: 京都市、58-62: 大阪府 
HEM 男性 1941 73 なし 
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内には北部に日ヶ谷地区、養老地区、世屋地区、日置地区、府中地区、南部に吉津地区、
宮津地区、上宮津





表 3 宮津市内地区別人口分布（宮津市ウェブサイトより） 
区分 世帯数 
人口 構成比（％） 
総数 男 女 世帯数 人口 
宮津 4,227 9,678 4,571 5,107 51.7 48.5 
上宮津 546 1,217 569 648 6.7 6.1 
栗田 798 2,203 1,065 1,138 9.8 11 
由良 458 1,125 513 612 5.6 5.6 
吉津 674 1,742 821 921 8.2 8.7 
府中 657 1,873 837 1,036 8 9.4 
日置 271 747 344 403 3.3 3.8 
世屋 59 114 53 61 0.7 0.6 
養老 392 1,032 501 531 4.8 5.2 
日ヶ谷 98 217 101 116 1.2 1.1 
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しらさか ちさと（大阪大学大学院生）（1、3、4 節担当） 
cslanguage@gmail.com 
たかぎ ちえ（大阪大学大学院）（2 節担当） 
takagic@let.osaka-u.ac.jp 
                                                        
1） この結果はあくまで本調査で対象とした人々の言語生活を把握したものである。今回の調
査協力者のなかに観光産業に従事している人はいなかったこともあり、ここで述べた内容
が必ずしも宮津の高年層全体の代表といえるものではないことに注意されたい。 
